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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・各種提出書類について、管理者印は慶長JGMが捺印する為、忘れずに提出すること。
・年次有給休暇を申請したら慶長JGMへ報告すること。年休希望を記載できるカレンダーを準備している為、各自確認して記載すること。

・4/20（土）六角堂祭、春の会実施。
・3/26（火）～3/28（木）中級昇格試験実施。

・利用者対応に気をつけ、対応した際は記録に残すこと。
・4/12（木）4/13（金）4/15（月）いずれかで慶長JGMがみさわにて勤務する予定。詳細決まり次第情報を共有していく。
・インフルエンザの警報が解除となっている。今後も油断せずに、感染対策は徹底して行うこと。

＜研修案内＞
〔外部研修〕
・3/23（土）アルコール関連の研修会が青森市で開催される。詳細は部署宛てのWIZメールを確認すること。

・3/28（木）認知症セミナーの案内があり、詳しくはWIZ掲示板を確認すること。
＜各種締め切り＞
・疾患別診療計画書（医師評価必要な方の分）3/25（月）までに慶長JGMへ。書式内の意向聴取者は馬場の名前を入れること。

＜青明舎登録者情報交換＞
・森田　清助様～13日訪問。20（水）健診センターにて健康診断を実施予定。食費や被服費以外の出費はなく数万円貯金している。
・寺沢　彩　様～13日スタッフが登録者対応のため当院来院時に本人から相談あり。7日に八戸市立市民病院神経内科を受診し、肝臓への負担が認められたため増薬していない。以前より青明舎の利用は少なくなっている。
・浅坂　政美様～17日訪問。兄同伴で室岡整形外科記念病院を受診している。13日膝の水を抜き注射したが、「今後の様子を見たい」と内服薬の処方を断ったとのこと。普段はテレビ観賞をして過ごしているという。
・村上　元道様～16日来所。就労継続支援事業所うみねこ幸房を利用していた登録者との会話のなかで「うみねこ幸房がなくなったのは俺がA型に行ったからだ」と発言している。また以前グループホーム世話人として従事していたスタッフに「あのときは朝の訪問受けなくてごめんね。薬が合わなかったから飲まないで溜め込んでて。でも3時に飲んで朝の訪問の時間は寝てて…」と話しだすことがあったという。
・高柳　和子様～13日訪問。9日に生活訓練施設「青山荘」で入浴している。11日20年振りに妄想様発言があり、その理由として6日に処方変更したことやテレビでいじめが報道されたからとのこと。
・平　京子　様～14日来所。整形外科を受診し注射を継続している。
⇒3月に1回来所。以後は欠席していると情報提供している。
・高山　英佐様～診察日しか来所できていない。15日は運転免許の更新のため欠席したが本人の誕生月は5月であり虚偽のおそれがある。本日は友人の父の葬儀に参列するため欠席したと情報提供している。
＜グループホーム入居者情報交換＞
・繁名　和恵様～腹痛や頭痛等の身体不調や幻聴を訴え本日のデイケア欠席を希望。欠席できることがわかると小躍りしていたという。他科受診の希望が頻回であるため20日（水）主治医面談にグループホーム世話人が同席予定。他科受診（の希望）やその理由等を情報提供し、今後の対応について助言いただく予定とのこと。
⇒15日デイケア終了後に涙を流している。「歩けないから帰り車に乗せていってほしい」と話すが、対応困難であることを伝えると頷き徒歩で帰宅したと情報提供している。
⇒週末は落ち着いて過ごしており青明舎へのオンコールはない。涙を流した理由について「体が痛くて…」と話していたと情報提供がある。
・古舘　ヨリ様～15日に八戸赤十字病院糖尿病代謝内科を受診し、HbA1cは7.2％。同院受診後のよこまちストアでの買い物でシュークリーム、アップルパイ、たらこを購入している。ひので給食センターの夕食を摂取しているが、夜食のラーメンが止められず再三の指導を要している。
・豊川　明男様～22日午後に本人、グループホーム世話人、相談支援専門員、デイケア担当者で面談を実施予定。以前は「気が乗らない」「プログラムが嫌だ」とデイケアを欠席していたが、最近は来所できているため評価しつつ今後のデイケア利用について検討していく。
・中村与一郎様～就労継続支援B型カシオペアを利用開始。特に問題はないと話している。
・田中　一　様～眠れたり眠れなかったりと波がある。手の強張りが生じているため本日主治医へ相談すると話している。
・関　秀治　様～円形脱毛症（直径2㎝）について主治医へ相談したところ皮膚科受診を勧められたとのこと。受診歴がある境皮膚科医院へ19日受診予定。22日に今後についてグループホーム世話人と面談を実施予定。
・番沢　政勝様～22日に鹿内歯科医院を受診予定。
・村上　元道様～6月から単身生活をすると周囲に話している。入居者やグループホーム世話人へ「こういうところがなってないんだよね」と発言することがある。12日相談支援専門員と今後についての面談後に「単身生活になったら青明舎使うかな！？」と考え16日青明舎に来所している。
⇒主治医の許可なしに利用日を決めているため、次回来所時に注意していく。
・田名部浩平様～ここ2日間喫煙量（10本→15本）が増えている。その理由について昨日は「ちょっと…」と話したが、今朝の訪問時に“ストレスはないですか？”と問うと「ないです」と返答している。
⇒朝のミーティング時に顔の強張りが認められていたことを情報提供している。
⇒就労の利用によりひので給食センターの食券が購入できないためATMで振り込んでいる。ATM操作が不安で複数回グループホーム世話人が同行していた。15日振り込みがあり一時的にストレスがかかっていたのでは？と推測される。
・大下　伸治様～間食で食パンを摂取しているため控えるよう助言しているが聞き入れる様子はない。
⇒最近エアロビクスに参加している。運動中は頭痛が生じなくていいと話していたことを情報提供している。
＜利用者様情報＞
デイケア
・我満奈津紀様～本人様より電話連絡があり、土曜日に胃が痛くなり嘔吐してしまい、日曜日も胃が痛かったが嘔吐はなく、横になって休んでいたとの報告があり、本日病院受診したい為、欠席したいとのこと。病院受診した後、受診結果を報告したもらうこととし、終話している。その後向井田胃腸科内科医院を受診し、食べ過ぎにより胃が荒れている状態と言われたと連絡がある。内服薬が処方され、今月26日に内視鏡検査を実施予定。明日来所を検討しているとのことで本日はゆっくり過ごすよう助言している。
・古舘　ヨリ様～来所時に、昼食後薬を持ってくるのを忘れたと報告があるも、その場で鞄の中身を確認してもらうと、きちんと昼食後薬があり、安心している。グループホーム世話人より情報提供があり、朝の訪問時に昨日の就床前薬の忘薬が発覚。本人様に確認をすると、その場で服用しようとしたため、主治医へ確認してから服用する事を促している。その際に、外来と青陽館スタッフへ自身から報告をするように促したとのことだが、本人様よりそのような報告を受けていないことを話すと、グループホーム世話人より外来へ確認をした後情報提供をすることとし、終話している。その後、再度グループホーム世話人より情報提供があり、外来に確認をしたところ経過観察でいいとのこと。
・繁名　和恵様～腹痛のためデイケアを欠席したいと本人から連絡がある。排便状況について確認すると週末1回あったが排便した感じがせずすっきりしなかったという。訪問中のグループホーム世話人に代わると身体不調だけでなく幻聴を訴え、昨夜と本日6時にリスペリドン内服液を服用したと報告があったという。上記より本日はデイケア欠席となる。他科受診の希望が頻回であるため、次回診察時にグループホーム世話人が同行し最近の様子について情報提供するとのこと。
・清水　泰雅様～担当スタッフと面談を実施。就労継続支援B型「宝の杜」の利用（5～6回/週：5時間）を継続しており、現在はホタテの汚れ落とし作業を行っているという。また病院SWから保険証が変更したと情報提供があり確認すると、「両親の希望でグループホームの住所になりました」と返答するため自立支援医療の変更手続きを行っている。自立支援医療受給者証は施設職員が管理しているとのことで、八戸障がい福祉課へ直接郵送等してほしいことを伝えている。
・若松　健一様～近場のスーパーマーケットが3月末に閉店となるため今後宅配サービス等を利用できないか？と本人から相談がある。片道徒歩30分にあるスーパーマーケットや接続が悪いバスを利用したスーパーマーケットがあるが、自身の足の状態等により利用は考えていないとのこと。対応可能な宅配サービス等を確認し次第連絡することとした。
・川口八寿子様～母様が尿道に血痕が出来、血尿になっていた為先週、入院し手術を行い、無事に退院したとのこと。気持ちの落ち込みはあったが、今は落ち着いて掃除や洗濯などの家事を行っているという。大変であった事を伝え、デイケアでは無理のないように過ごすように伝えている。デイケアでは普段通り、エアロビやレクダンスへ意欲的に参加している。
デイナイトケア
・岩城　敏夫様～青風荘より情報提供があり、青風荘での食事の際に食事配膳の手伝いはしなくて良いことを伝えると、どうすれば良いか分からない様子窺え、座って待っているよう伝えると落ち着いているとのこと。デイナイトケアでは自身が座る椅子が変わったことに戸惑う様子はなく、普段通り過ごすことが出来ている。スタッフへの声掛けも普段と変わらずあり、笑顔で自身の過去について話をしている。
・吉田キクエ様～青風荘より情報提供があり、当院定期受診の段階では左脇腹の痛みを訴えることがなかったが、昨日頃より再び左脇腹の痛みを訴え湿布を貼布しているとのこと。デイナイトケアでも上記症状の訴えが聞かれている。運動プログラムでは見学しようとしていることがあったが、取り組める範囲で取り組むよう促すと問題なく参加出来ている。
・大下　良悦様～青風荘より情報提供があり、今朝より食事準備のことを気にする発言が目立っており、余暇時間にメモ帳を見直していることがあったとのこと。デイナイトケア来所後は、昼食の片付けの際に表情が強張り動作が遅くなることがあり、スタッフから声を掛けると「大丈夫」とのみ話し、そのまま過ごしている。
・山田　隆雄様～昼食前に中身が不明のティッシュをテーブルの上に置いており、何が入っているか尋ねるが何回聞いても中身について答えることはない。ご飯にかけるものか尋ねると、間があるが小さく頷いている。
ナイトケア
・関　秀治　様～夕食はあんかけ焼きそばを摂取している。詳細を確認すると来所前に店で購入したとのこと。7分程で完食している。普段通り積極的な他者交流はなく、テレビ観賞をして過ごしている。
カンファレンスシート（　寺沢　彩　様　）

実施日：H31年3月18日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：慶長

検討内容　目標、計画、対応方法の確認

	氏名
	寺沢　彩　様
	性別
	女
	年齢
	27
	生年月日
	H2.10.19

	主病名
	統合失調症
	合併症
	重症筋無力症、胸腺腫術後

	治療方針（医師の指示）
	安定した病状の維持を図り、自宅で生活することが出来る。

	本人希望
	いずれ就労をしていきたい。

	入院歴
	計　1　回（当院／H22.12.16～H23.1.7）

	通所歴
	2回目

· 今回：H27.9.16～現在（週3回/月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	地域活動支援センター｢青明舎｣活動室　利用中

	住居：アパート


	家族構成

息子と一緒に実家にて母と同居

	利用制度
	＊自立支援医療制度　受給中

＊精神障害者保健福祉手帳　2級　受給中

＊障害厚生年金　2級　受給中

	備考
	利用時までの経過
H21年4月より介護職として従事。同年9月頃より｢自分の事を話されている｣｢周囲から見られている｣等、被害妄想･注察妄想が出現。H21年9月下旬頃より夜勤時に､｢5人くらいの人がいる｣等の幻視症状や｢窓を叩くような音が聴こえる｣等の幻聴が出現｡その後も上記症状は持続しており､不安感･倦怠感･焦燥感等が増悪され､症状の軽減を目的としてH21.11.25当院を初診。H21.12.1より休職。徐々に症状の安定化が図れていたことから､H22.4.20職場復帰。業務に支障なく､働いていたが､H22年11月下旬頃より過呼吸や身体不調･希死念慮が出現｡その後も上記症状は持続していた為､H22.12.16当院へ入院(～H23.1.7)｡以後､当院への外来通院･服薬を継続している｡H24.8.1より精神科ﾃﾞｲｹｱの利用を経て､就労継続支援A型｢ｱｲﾃﾞﾝﾄ八戸｣を利用。H27.8.31同事業所を退所し､同年9月16日より当院精神科ﾃﾞｲｹｱの利用を再開。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現状の生活を続け、就労を目指す
	①他者に対する不安や不満等を職員へ相談し､対応方法を検討して実践出来る。


	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討し、実践することができるようになる。
	①不安・不満がある際は、スタッフや主治医へ相談し解決方法を一緒に検討する。検討した内容を実践しスタッフと振り返りを行っていく。

	
	②身体疾患に対する不安が生じた際､相談し対処方法を職員と検討することが出来る。
	②-1身体疾患に対する不安が生じた際､周囲へ相談し、対処法の検討と実践ができるようになる。
	②-1身体疾患の治療を継続するにあたり生じる不安･悩みを主治医･看護師･デイケア職員等へ相談し､不安の解消法を検討し実施する。

	
	
	②-2自身の状態を理解して、良好な状態を維持する。
	②-2定期的に面談を行い、仕事や生活状況の振り返りを行い、自身の状態の理解を深めていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討し、実践することができるようになる。
	達成度80％。

・今までは他者との関係において脆弱性が強く、上手く関係性を築けないとすぐに相手を嫌い、絶縁する等の方法を取ることが多く見られていた。最近は、職員の言動に対して不満を話すことはない。

・デイケア利用中に関しては特定の利用者またはスタッフとのみ交流している。その他他者との交流は少ないが、相手に気になる行動があると、行動に移す前に相談することが出来ている。
・体の状態や生活のこと等、都度相談はしているが、スタッフや関係施設に応じて、話している内容に差異がある場合がある。
	以前と比べ、他者との接し方や話し掛け等の対応について自分で振り返ることが出来るようになってきており、能力は向上している。今後も、適切な対応が出来るよう目標計画を継続する。

	②-1身体疾患に対する不安が生じた際､周囲へ相談し、対処法の検討と実践ができるようになる。
	達成度60％。

・重症筋無力症に罹患しており、上記による不安や悩みを抱えることで情動が不安定となることがある。随時職員へ相談したり、デイケアに来所して気晴らしをしたりして過ごして対処している。
・②-2に関連する疲労については、対処法を都度確認しているが、動き過ぎてしまい疲れを溜めて不調を呈することがある。スタッフから振り返りを行うと、素直に話を聞いているが、実践はあまり出来ていない。
	身体面に関する相談は都度してはいるが、対処方法については上手く対処できておらず、不十分な点がある。対処方法の実践を確実に行えるようになるために、今後も目標を継続する。

	②-2自身の状態を理解して、良好な状態を維持する。
	達成度60％。

・疲労が溜まってくることで身体症状を呈しやすく、瞼の重さから症状が生じるとのこと。体調が悪化する疲労度を確認するために、身体不調があった際にはその場面の振り返りを行なっている。本人も体調管理の重要性は理解しているとのことだが、体を動かし過ぎて疲れを溜めてしまい、不調になるなど、身体管理は不十分となっている。
・自身の病気について受容出来ていないと相談することがあり、スタッフや担当医師から助言を受けている。
	不調を呈した際には都度スタッフと振り返り対処法を検討しているが、対処は不十分となっている。自身の状態を正しく理解していく為に、今後も目標計画を継続する。
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